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Ⅱ 「認知症カフェ」開催までの道のり
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実践研究をふり返って 

 現在のわが国は、「家族の支え」「企業の支え」「地域の支え」が脆弱化してしまい、生活課題を

抱える人たちに限らずその周囲の人も含めて、「生きにくい社会」に変容しつつあるのではないだ

ろうか。核家族化に留まらず単身世帯も増えると共に、住環境の多様化も相まって「地域でのつな

がりが失われた社会」ともいわれている。また、認知症高齢者に関する問題では、全国で認知症を

患う人の数が２０２５年には７００万人を超えるとの推計値が発表されており、６５才以上の高齢

者のうち、５人に１人が認知症に罹患する計算となる。平成２７年の国勢調査では東北６県の人口

は約８９８万人とされており、長期的に見れば認知症を患う人の数は東北の全人口に匹敵する可能

性もある。そのため、認知症の人を介護する家族介護者等に限らず、地域や日常生活の中で認知症

の人と関わることは、決して他人事にはできない状況になることが見込まれる。 

 このような問題に目を向けてみると、社会保障制度ばかりに期待ができないわが国の今後の社会

は、非常に複雑な問題を抱える状態になることが容易に想像できるのではないか。しかし、これか

らの社会に向けてはその状態をもって諦めるのではなく、地域のさまざまな社会資源が主体性を持

ちながら生活課題を「我が事」として捉え、専門家たちと有機的な結びつきのもとに再び作り上げ

る方策を考えていくことが重要だと思われる。社会福祉事業に従事する私たちが把握している福祉

的課題と地域の住民が把握している福祉的課題は、必ずしも一致するとは限らない。実際的に、あ

る地域における福祉的課題を地域住民たちが行動を起こして解決している事例もたくさんある。し

かし、地域性などの個別事情はあるにせよ、まだまだ「ある地域」に留まった実践事例に終始して

いる印象も感じられる。今後のわが国の社会に必要なのは、地域の住民が把握している福祉的課題

を様々な人たちや社会資源とその課題がある現場で解決するために取り組むことが必要で、地域ご

との個性を踏まえたオーダーメイドの取り組みが増えていくことが必要なのだろうと感じている。 

 昨年、開設して２０年を迎えた社会福祉法人東北福祉会せんだんの杜は、法人理念に「すべての

人がひとりの人間として尊重され、個性が輝く、共生の地域づくり」を掲げ、高齢者福祉分野を中

心に児童福祉分野、障がい福祉分野の社会福祉事業を運営している。立地している仙台市内西部の

丘陵地にある国見ケ丘地域は、住民が主体となって行っている様々な活動が活発であり、私たちも

この地域で先駆的に取り組む方々に育てられてきたと痛感している。幸いにもこのような恵まれた

地域に存在し、社会的にさらなる役割の発揮を求められている社会福祉法人として、地域の様々な

社会資源とパートナーシップを図りながら、どのような役割を担っていくべきかの探求をしていく

中の取り組みの一つとして『午後の音楽 café』が始まった。 

 せんだんの杜で開催されている『午後の音楽 café』いわゆる「認知症カフェ」は認知症施策推進

総合戦略（新オレンジプラン）にも位置付けられており、目的や実施主体、開催スタイルなど様々

ではあるが、平成２６年度実績調査では４１都道府県２８０市町村にて、６５５カフェが運営され

ており今後においても増えつつある。 

 本報告書の通り、『午後の音楽 café』は「吉成学区社会福祉協議会」並びに「ボラ・ネット杜の

丘」の皆様を中心として、国見ケ丘地域包括支援センターとせんだんの杜がタッグを組んで運営し

ている。「認知症の人も一緒に楽しむことができる場」「だれでも気軽に参加することができる場」

「もの忘れや認知症に関してゆるやかに学べる場」「認知症の人や家族介護者、地域の方が専門職

とつながることができる場」の四点を重点項目としているものである。 

 そして、この『午後の音楽 café（認知症カフェ）』の機能の一つとして、認知症に関する困りご

とを抱えていながらも相談できない、相談したくない方や認知症による生活障がいの自覚が乏しい

方、認知症等に関する情報や支援について求めているが見つけることができない方といったような、

生活課題を抱えながらもまだ何にもつながれていない潜在している方々に対するアプローチの一

つになっていくことも期待している。 
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 もう一つの機能として期待しているのが、認知症の人の居場所の選択肢の拡充である。 

 冒頭で述べた通り、認知症を正しく理解することの普及啓発やそのうえでの地域での支えあい体

制構築には多くの課題がある。また、生活課題を抱える人の生活は公的サービスだけで支えきれな

いことは明確であり、サービスの供給主体の多様化と共に支え手の多元化が今後さらに進められる

であろう。このような変容の中で、認知症の人の居場所が○○サービスや○○施設だけに留まらず、

『午後の音楽 café』のように様々な人たちと共に楽しみながら過ごすことのできる居場所やまだま

だ持ち合わせている「力」や「強み」の発揮ができる居場所の選択肢が増えていくことが必要だと

感じる。認知症は脳の器質的変化による認知機能障がいにより生活障がいを抱える疾患であるが、

生活の全てが成り立たなくなるわけではない。周囲の人の関わり方や環境により補うことで生活が

維持できる場合も多くある。認知症ケアの理念とされる“パーソン・センタード・ケア”にも言わ

れるとおり、一人の人間であることに変わりはないことを忘れてはならない。また、○○サービス

や○○施設だからこそ出向くことに抵抗を感じ、その結果活動や参加の機会を失っている本人や頭

を悩ませる家族介護者もいるであろう。このような問題に対して、敷居が低く認知症の人や家族介

護者、その他多くの人たちが一緒に楽しみながら学び、必要な支援につながれる「認知症カフェ」

は多くの可能性を秘めていると感じる。 

 『午後の音楽 café』は、毎回楽しみに参加してくださっている方や初めて参加する方、吉成学区

社会福祉協議会の皆様やボラ・ネット杜の丘の皆様など、多くの人たちの力の終結があり、平成２

８年９月に一周年を迎えることができた。しかし、このカフェの目的でもある「もの忘れや認知症

に関して、必要な方への早期発見・早期対応」の達成にはまだまだ課題は多く、開催回ごとに感じ

る喜びを大切にしつつも、さらに検証・進化していく必要性を感じている。今後、この『午後の音

楽 café』が、認知症の人やその家族介護者、認知症の人を気にかけている地域の方々にとって、楽

しめる場であることは勿論のこと、認知症に関する理解を深める場となり、支えあいの地域づくり

になるきっかけとなっていくことを願う。 

 最後に、『午後の音楽 café』をここまで自信をもって誇れる caféにしてくださった「吉成地域学

区社会福祉協議会」並びに「ボラ・ネット杜の丘」の皆様にこの場を借りて深謝申し上げる。 

 また、café 当日の相談担当職員として協力してくれた関連施設の職員、café の運営に適切な助

言をくださった認知症介護研究・研修仙台センターの先生方、そして、毎回素敵な音楽と講話を提

供してくださっている演奏家並びに講師の皆様に心よりお礼申し上げる。 

 

     平成２９年３月 
 

せんだんの杜／副施設長  水 澤 里 志  
  



  - 117 -  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料集】 
 

  



  - 118 -  

 

 

 

 

 



  - 119 -  

午後の音楽café アンケート                        午後の音楽café アンケート 

 

●【午後の音楽café】は今回が（ 初めての参加 ・   回目 ）  ●【午後の音楽café】は今回が（ 初めての参加 ・   回目 ） 
●いらしたきっかけは何でしたか？               ●いらしたきっかけは何でしたか？ 

前回も来たから ・ 町内会の回覧板を見て ・ 知人等の誘い      前回も来たから ・ 町内会の回覧板を見て ・ 知人等の誘い 

チラシを見て（どこの         ） ・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ       チラシを見て（どこの         ） ・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

その他（                       ）      その他（                      ） 

  

●音楽はいかがでしたか？                    ●音楽はいかがでしたか？ 

 

 

 

●ものわすれの話はいかがでしたか？               ●ものわすれの話はいかがでしたか？ 

 

 

 

 ●全体を通しての感想がございましたらお聞かせ下さい。     ●全体を通しての感想がございましたらお聞かせ下さい。 

  

 

 

●聞きたいこと・相談したい等がある場合、ご希望の方には    ●聞きたいこと・相談したい等がある場合、ご希望の方には 

後日地域包括支援センター職員からお電話をさせて頂きます。   後日地域包括支援センター職員からお電話をさせて頂きます。 

差し支えなければ、下記へお名前・ご連絡先の電話番号等     差し支えなければ、下記へお名前・ご連絡先の電話番号等 

ご記入ください。   相談を希望する ・ しない        ご記入ください。  相談を希望する ・ しない 

  お 名 前：                           お 名 前： 

  ご連絡先：                           ご連絡先： 

             ご協力ありがとうございました。                           ご協力ありがとうございました。 
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             ご協力ありがとうございました。                          ご協力ありがとうございました。 
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カフェフロア 
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当日タイムスケジュール 
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駐車場見取り図 
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